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平成１９年度９月補正予算の概要

一 総 括

（一般会計） （単位：千円、％）

区 分 (A)/(B)既 定 予 算 額 ９月補正予算額 計 H18.9月現計予算額

(A) (B)

総 額 438,615,005 6,368,121 444,983,126 445,905,998 99.8

(453,155,998) (98.2)

※注：( )内は借換債含み

二 主要事業

○ ○山梨リニア実験線促進対策事業費 259,000千円新

山梨リニア実験線建設促進のため、関連公共施設を整備する。

事業内容 道路整備

○ ○タイヤロック活用滞納整理特別対策事業費 2,500千円新

納税者の税負担の公平性と税収の確保を図るため、滞納整理に大きな効果が認められるタイ

ヤロック装置による自動車の差押えを集中的に実施する。

○ ○国民健康保険保険者支援特別対策事業費 2,477,884千円新

国民健康保険財政調整交付金の過大交付に伴う国庫返還を支援するため、返還額を限度とし

て市町村に対し貸付けを行う。

貸付利率 無利子

償還期間 市町村国民健康保険財政調整基金の18年度末残高に対する返還額の割合に応じ

た期間

50％超 最長1O年(うち据置期間1年)

25％～50％ 最長 7年(うち据置期間1年)

25％未満 最長 5年(うち据置期間1年)

○ ○障害者就労訓練設備等整備事業費補助金 35,000千円新

障害者の企業等への就労を支援するため、就労訓練に必要な設備整備に対し助成する。

補助先 社会福祉法人等

補助率 10/10
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○ 林道災害復旧費 286,985千円

台風4号等により被災した林道を復旧する。

既定予算額 100,000

補 正 額 286,985

計 386,985

○ ○人材育成・確保推進事業費 35,100千円新

地域産業界の担い手不足を解消するため、産業界・教育界と一体となった人材の育成・確保

を推進する。

1 雇用構造改善検討会議開催費 560

産業集積の促進に必要な人材確保策を検討するため、雇用構造改善検討会議を開催す

る。

2 社会人の学び直し教育推進事業費 19,840

インバウンド観光の担い手の育成を図るため、大学の教育研究資源を生かした教育プロ

グラムを実施する。

実施主体 県立大学外5大学・短期大学

特定非営利活動法人大学コンソーシアムやまなし

3 デザイン講座・国際観光講座開催費 900

県立大学において関係機関等と連携した公開講座を開催する。

4 ものづくり人材育成のための専門高校地域連携事業費 13,800

地域産業界と工業高校が連携して、双方のニーズを踏まえた人材を育成する。

○ 山梨ビジネスパーク立地促進奨励金 19,600千円

県内産業の高度化と雇用の創出を図るため、山梨ビジネスパークに入居し事業を開始した企

業に対し、立地促進奨励金を交付する。

○ 産業集積促進助成金 511,944千円

産業集積の促進及び雇用の創出を図るため、県内に立地して事業を開始した製造業者等に対

し、助成金を交付する。

既定予算額 450,000

補 正 額 511,944

計 961,944


